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略戦の業企本日と胡
〓
展の場市スネジビ水外海Ｆｌｌ

皆さんこんにちは。本日は、1.世界の水資源と投

資動向、2.水ビジネス市場の動向、3.日本が世界

で勝てる戦略についてのお話と、最後に、4千葉
県経済同友会への提案をさせていただきます。

1.世界の水資源と投資動向について

1961年にガガーリン少佐が人類で初めて宇宙空

間から地球を見た時、「地球は青かった」、地球は

水の惑星だと言われましたが、それは大きな間違い

でした。実は、あるように見えてほとんどないのが地

球上の水と空気です。地球上の海水と淡水を全部

併せても、また、大気圏にある空気を全部集めても、

地球上の小さな水滴程度しかありません (図 1)。

これを世界人口の 72億人が使っているというのが

現状です。地球の水の内訳を具体的な数字で表す

と、海水が 97.5%、 淡水が 2.5%です。しかしな

がら、25%の淡水のうちのほとんどが氷山氷河ある
いは地下にあって、我 は々すく

い
に使えません。我々

があまりお金を掛けないですぐ使える水というのは

たったの0.01%し かありません。つまりあるように思

えてほとんどないのが地球の水です。0.01%の水
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吉村 和就様

5月 15日 (木 )、 ホテルスプリングス幕張に

吉村様をお迎えし、「海外水ビジネス市場の

展望と日本企業の戦略」と題してご講演を

頂きました。ご講演の要旨は以下の通りで

す。

資源、これで72億人が暮らしているというのが現

状です。

では一体どこの誰が一番水を使っているかという

と、我 が々住んでいるアジア、オセアニア地域です。

現在、世界の水資源の 55%をアジア、オセアニア

の人が使っております。このまま2025年になると、

およそ75%の水資源をアジアが使うと予想されてい

ます。その理由は、人口の増加、経済の発展によっ

て、多くの人 が々水洗トイレを使用するようになり、お

風呂に入るようになると、水需要が飛躍的に伸びま

す。そうなりますと、我 が々必要な水がどんどん足り

なくなります。

そこで出てくるのが水ビジネスです。ビジネスというと

まず投資ということで、OECDの データによると、
2030年までの世界における社会インフラヘの投資で

は、水関連への投資額が全体の半数を占めており、

最大の投資は水であると出ています。世界で約 100

兆円と思われる水のインフラヘの投資の約 7割は我々

が直接使っている上下水道です。上下水道事業に

は巨大な資本力が必要であり、また、利益を確保す

るまで時間力維卜りますので、体力、忍耐力が必要です。
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2.水ビジネス市場の動向について
全世界において、過去 10年間の水ビジネス全体

の伸びは、年平均 6%です。途上国を除き世界経

済の伸びは、平均で約 4%といわれておりますので、

常に経済成長率よりも水ビジネスの伸び率の方が高

かったと言われております。海水から真水を作る、

海水淡水化のビジネスで現在 14%から約 20%の

伸びが期待されており、日本の得意とする水処理膜

で下水を処理して再生水として使う、水のリサイクル

市場も約 10%の伸びです。日本ではほとんどの上

下水道事業は公共で行われていますので、ビジネス

という観点がありませんが、世界には、我々が水メ

ジャーと呼ぶ巨大水企業があります。これはオイルメ

ジャーに対してのカウンター的な呼び方です。具体

的には、フランスのスエズ、ヴェオリア、この二つの

会社が 160年前からフランスの水道事業を行ってき

ました。フランスは今約 8割が民営です。それから

イギリスの水企業であるテムズウォーターは、ロンドン

の水道局が前身でございまして、イギリスの民営化

された 11の水道事業をやっています。イギ1リスは今

ウェールズ等を除くとほぼ 100%民営の水道になっ

ています。ヴェオリアの給水人口が 1億 3900万人、

その売上は 1兆 5730億 円です。日本の人口は今

1億 2570万 人ですが、日本の水道料金売上は、

約 2兆 9000億円です。これを見ると、今日本で約

1700の事業体が行っている水道事業を民間の会

社 1社に任せた方が、7割の料金で給水できるの

ではないかとも言われています。

今後、水道の民営化は避けて通れないと思いま

す。最近大阪の橋下市長は、大阪市の水道を

2300億円で売るから買いませんか、あるいは包括

で運営しませんかという民営化の提案をしようと動い

ています。関東近辺では、神奈川県で、箱根地区

水道事業包括委託で」FEエンジエアリングに原水
の取水から料金徴収まで全て委託するという、日本

国内でもわずかですが、民営化の動きがあります。

今後皆さんが、水ビジネスを始める時に注目して

頂きたいのは、これから挙げる3つの市場です。そ

れぞれの市場に関係する部品やシステムであれば、

ある程度の利益が期待できると思います。一つ目は

海水淡水化の市場です。市場規模が約 5兆から

10兆円です。海水だけではなくて、例えば海岸の

そばで井戸を掘りますと塩分を含んだ水が出てきま

す。この塩分を含んだ水を鹸水 (かんすい)といい

ますが、そういった水を淡水化する市場です。二つ

日は、シェールオイルとガス関連の水処理ビジネスの

市場です。これが約 3兆円以上の規模があると言わ

れております。これは今たまたまアメリカが先行ですが、

これは全世界に広がる仕事です。三つ目は、タンカー

や輸送船を安定させるためのバラスト水を殺菌する市

場です。こちらは約 3兆円の規模がございます。

市場をさらに深堀すると、一つ目の海水淡水化市

場については、2025年には約 4.4兆円に上ると予

想されています。我々がスパイラルと呼んでいる筒

状のモジュールの中に、海水の中から塩分を取る膜

を入れ、片側から約 50キロから60キロの圧力で

海水を打ちこんで真水を作ります。スタックと呼んで

いる圧力容器の中にスパイラルモジュールを5本か

ら6本、場合によっては8本入れ、スタックに高圧ポ

ンプで圧力をかけて、真水を作るということです。こ

れが海水淡水化で、このマーケットが非常に大きく

伸びるわけです。今、約 3億人が海水淡水化され

た水を飲んでいますが、しかし、現在の世界の水

需要の中のたった2%以下です。これが将来 10%
になるだろうと予想されており、海水淡水化のマーケッ

トはどんどん伸びています。伝統的なマーケットはお

金があって水がない中東のアラブ、今後伸びてくる

あるようでない :

地球上のすべての水の量 :14億立方Km
地球上のすべての空気重量 :5140兆トン硼

図 1
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のは、中国、インド、シンガポール、アルジェリア、

チリ等の国々です。地域的な伸びをみてみると、今

のところ中東カツト常に多いですが、これからJヒ米、ヨー

ロッパ、アフリカが伸びてきます。この中で日本企業

の強みというのは、海水淡水化のRO(逆浸透 )
膜の約 6割が日本製品であり、高圧ポンプでも日本

企業が強みを持っています。ただし日本は、膜やポン

プのような部品で強いですが、今、海水淡水化で一

番利益を上げているシステムを作る仕事は、ほとんど

欧米や海外のエンジエアリング会社が抑えています。

日本はポンプや膜だけを収めているという状況です。

二つ目はシェールガスです。これは今アメリカが一

番伸びています。シェールガスは、今アメリカのマー

ケットが開けておりますが、これからは、中国、オー

ストラリア、チリやアルゼンチン等世界に広がっていく

ところです。ではなぜアメリカで開発されたかというと、

理由は3つあります。1つは豊富な水資源です。

井戸 1本当たり、約 2万トンの水が必要です。2つ

めは出てきたガスを送るためのパイプや、ガスパイプ

のネットワークが非常に整っていた。3つめは、テキ

サスにいた中堅の油採掘の業者です。つまリオイル

メジャーと言われる、例え|ゴロイヤル・ダッチ・シェル

とか、ブリテイシュ・ペトロリアムが諦めた枯れた7由田

を、中堅の油採掘の業者が買い取って、そこへ水

を入れたらガスと油がでてきたわけですが、これが

水圧破砕法と言われる新しい掘り方です。実際に

シェールガスを掘る時は、ポンプ車を使い水と薬剤

を注入し、縦に約 2000から4000メートル、それ

から横に約 8キロ掘ります。つまり垂直に掘り、さら

に水平に掘っていって頁岩層からオイルとガスを取り

出す。この水圧破砕法の技術ができたため、今アメ

リカはどんどんシェールガスとオイルを汲み上げていま

す。実際には、立抗を掘るための掘削設備を作って、

そこからどんどん掘っていくわけです。大地を切り拓

いてそれから水や薬剤をタンクローリーで運ぶわけで

すが、先程言ったように、もの凄く水を使います。

さらに注目したいのは、オバマ大統領は、天然ガ

スを液化して全世界に売ろうと考えています。アメリ

カにはLNGの輸出入の基地建設計画が 31ありま
す。基地 1か所の投資金額は、約 1兆 円です。

そうすると、ここに31兆円のマーケットがあります。

しかし、アメリカは今議会で、本当に、シェールガス

を海外に輸出していいのか、シェールガスのお陰で

アメリカの鉄鋼業は潰れるのではないかということで

揉めております。つまり先程言ったような掘削設備を

作るためには、多くのパイプと、鉄材が必要となりま

す。ガスがどんどん出てきたために、中国、韓国、

インドから、大量に安価なパイプが入り、アメリカの

パイプメーカーのパイプの値段が 3分の1になりまし

た。ですからアメリカの鉄鋼はシェールガスのお陰で

潰れてしまうので、オバマ大統領に反対しようという

声も出ております。いずれにしてもここに約 31ソヒ円

のマーケットがありますので、ここでコンプレッサーと

か、ポンプ、あるいは配管、それからLNGのため
のローダーとか、アンローダー、そういうものを扱って

いる会社が非常に伸びるわけです。

では日本の会社は、どういうところで活躍できるの

か。脱水機、それから水処理エンジエアリングや、

ガス用パイプ等、こういう会社力`アメリカに出ていけ

ばチャンスがあると思います。今のところ値段では韓

国、中国に勝てませんが、5000メートルもパイプを

回しながら送っていくと、韓国や中国から買ったパイ

プは、みんな途中で折れてしまいます。姿形は同じ

ですが耐久性がないということで、今アメリカでは、

中国製とインド製は買うな、日本のパイプがいいと、

徐々に現場からの声として上がってきています。ここ

が狙い日です。最初は安いものに飛び付いたけれど
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も、とにかく丈夫で壊れない、高くても採算が取れる、

パイプが途中で折れて掘り直すとさらに5億から10

億掛かりますので、それよりは日本のパイプを買った

方がいいという評判が出ています。ここが日本の強

みです。ではこの分野で日本が今、さらに磨きを掛

けていかなければいけないことは、夕1えば、高効率

の高圧のポンプ、それから小型パッケージの排水処

理、水圧破砕用の薬剤等、さらに、シェールガスは、

圧力を掛けてシェール層を割り、層が閉じないように

砂を挟みます。砂を入れておきますと、ここからオイ

ルとガスがすつと抜けていきます。スムーズに抜ける

ためには、この砂はできるだけパチンコの玉と同じよ

うにガヽさくて丸いものが求められますが、アメリカでは

砂が足りません。それに対して、セラミック製の丸い

球を作って売ろうと動いている日本の会社もあります。

日本が得意とする高圧のバルブやセンサー、これも

日本から部品が出ています。加えて、今度はITの

時代ですので、機械がどういうふうに動いているか

を常時監視する、ITによる制御システム開発が期

待されています。

三つ目は、船を安定させるために積んでいるバラ

スト水です。このマーケットが将来伸びていくと予想

されます。海水の中には、あらゆる動植物のプランク

トンが入っております。それから当然のことながら、

下水が含まれておりますので、コレラ菌や、大腸菌

も多く含まれています。今世界では、タンカーや貨物

船と一緒に、約 80から100億トンの海水が移動し

ています。海水を運んでいるのが大きなクラスの船

約 2万隻です。東京湾には、世界各国からの船が

多くの荷物を積んで入ってきます。入港時のバラスト

水は少量ですが、東京港で荷揚げをした船は軽く

なるので、船を安定させるために東京湾の海水をバ

ラスト水として使います。そのため、今や年間 8900

万トンの東京湾の海水が、全世界に広がっていま

す。東京湾の水はきれいになりましたが、いまだに

大腸菌等が入っていたり、生活排水による汚染もあ

ります。その東京湾の水が、全世界に年間 8900

万トン移動しています。逆に海外からバラスト水とし

て東京湾に入つてくる水は400万トンです。この数

字から、東京湾の海水は世界の水質を悪化させて

いると言われています。これを国際的に改善しようと

いうのが、バラスト水条約です。バラスト水の管理

条約は、2004年に採択されましたが、この条約が

発効する条件は、30か国以上の国の賛成、かつ

今世界で走っている船の船腹数の35%が賛成す
れば、それから1年後に発効します。現在は、批

准したのが37カ 国ですから国の要件は満たしてい

ます。船腹数は今 30%ですので、恐らく、今年の

秋には発効条件を満たすのではないかと予想され、

来年から条約が発効するのではないかと言われてお

ります。また、船に積むバラスト水処理装置の数は、

現在、韓国が 16、 日本が 7、 ドイツ、中国が 6と

いうことで形式承認を得てタンカーに積み込んでおり

ます。日本企業に求められる課題はというと、重いポ

ンプは小さく軽く、そして容量は大きくして短期間で

水を出せるようにしなくてはなりません。当然のことな

がら維持管理費を小さくする、つまり、装置の小型化、

軽量化です。加えて、先程言ったようにバラスト水

には、いろんな微生物が入っていて、微生物がどの

ぐらい残っているのかは、培養しなくてはわかりませ

ん。例えばBOD(生物化学的酸素要求量)は、
五日間培養して初めてわかります。船は、荷物を下

ろしたらすぐ出航しなくてはなりません。そのための

微生物の迅速な測定法や、また、塩素で殺した場

合の余剰な塩素を、また海に戻しますと問題ですか

ら、塩素を消滅させる技術等の開発等が、課題と

して残っています。

以上、三つのお話を致しましたが、その中で共通

して言えるのは、日本の企業の強みは、個々の技

術やノウハウ、それから製品の維持管理ノウハウ、

研究開発力、そして顧客へのサービスは世界最高

であり、これらが日本の強みです。反対に弱みは、

世界の人のニーズの把握です。ある国に行って何

かをやろうと思ったら、例えばサムソンとか LGは、

新入社員を1年間その国へ出して、1年間遊ばせ

る代わりに、1年後にこの国ではどんな価格帯でど

んなものが売れるか、レポートを出せということをやっ

ています。また、英語で書かれたものはだいたい欧

米の感覚で書かれていますので、例えばベトナムで

やる時は、ベトナムに行って、ベトナム語で書かれた

ものを読む等、現地のニーズを掴むことが必要です。

それから部品ではなく、全体のシステムとしての提案
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涎
をしなくてはいけません。また、現地に行って事業を

やる際、今までモノ売りで終わっていましたが、これ

からは事業提案をしなければいけません。一番の問

題は、経営のスピード感がありません。日本はオペレー

ション、メンテナンス、維持管理による収益を考えない

で物を売っています。さらには、海外へのPRの不
足等、こういったところに日本の欠点があるわけです。

3.世界で勝てる戦略
今後、日本が世界で勝つためには、情報収集能力

増強と、人材発掘の強化が必要と言われております。

一般論ですが、日本企業は、今までは個人の能

力が問われ、日本社会と同じようにピラミッド型、とに

かく社長が決めるという構図になっています。それか

ら製品サービスはできるだけ統一して均一にして、

個人の役割はとにかく部品として歯車で働けと言わ

れていましたが、今後は、ネットワークでやらなけれ

ばなりません。そうなりますと、個人の動く範囲は広く

なって全方位、様 な々ものを見なければいけません。

常に双方向でやって、効率を高めていこうということ

です。また、世の中の組織や人の頭の中は 2・ 6・

2の法則が成り立ちます。上位の2割は、何事にも

積極的な集団です。必ず会社を盛り上げるため自ら

変革を求めて行動して成果を上げます。ところが真

ん中の 6割は、リーダー次第で上か下へ移動する

集団。簡単に言いますと、決まった仕事が好きであ

まり変化を好まないというのがこの6割です。最後の

2割は、常に問題意識がなくてぼうっとして仕事をや

らせると必ず会社の足を引っ張る集団となります。組

織というのは、この 2・ 6・ 2で成り立っています。つ

まり、上位の2割を強めることが重要であり、世の

中の仕組みを全部この 2・ 6・ 2で割っていただくと、

リト常に判断がしやすくなるということです。

次に勝てる人材についてです。マイクロソフトの入

社試験の問題をご紹介します。マイクロソフトは、ご

存知の通り、全世界からインターネットを通じて応募

者を集めており、全世界から1カ月に約 1万通の応

募が来ます。その中から人事部が 5人を選び、シア
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トルのベルビュー本社でビルゲイッが最終面接をしま

す。面接時間は5分です。ビルゲイツに対して答え

を言う時間はたった3分しかありません。その 3分で

どのぐらい答えられるかというのが、有名なマイクロソ

フトの入社試験です。では、どんな問題が出るかと

いうことですが、第 1間、富士山を動かすにはどう

したらいいですか。第2間、マンホールのふたが丸

いのはなぜですか。第 3間、世界中にピアノの調

律師は何人いますか。これが最終面接のビルゲイツ

からの質問です。これを3分以内に固有名詞と数

字、あるいはできれば歴史を語って彼が「そうか」

と領いた瞬間に横にあった小切手にサイン (年俸は

1～ 2億円)して、君明日から来なさいというのが、

マイクロソフトの入社試験です。つまり、マイクロソフ

トは業界ではトップですので、自分たちが真似する

業界モデルはありません。ですから、違った業界が

どういうふうに動いているか、そういう知識を持った

オールラウンドプレイヤーを探していたというのが、こ

のビルゲイツの強みです。ビルゲイッは様々なインタ

ビューの中でこう言っております。人への説得という

のはまず明確な理論がなくてはいけない、それから

固有名詞と数字が出て、最後はその歴史で裏打ち

をする必要がある。彼はご存知の通り、常に疑間を

持ち、発見力と探究心を常に求めていたわけです。

そのためにはとにかく本を読み、独自の視点があっ

た。それから知識は知恵の宝庫であるということ、

知識だけあっても知恵がなければいけない。それか

ら何か思い込んだらのめり込んで諦めない。これは

いろんな偉人伝に出てくる話です。しかしビルゲイツ

はここが違います。「必ず自己表現をしなさい、それ

には固有名詞と数字を活用しなさい」ということです。

大事なことは3分以内に説明できなくてはいけませ

ん。今日の皆さんは企業のトップですので、部下が

ぐちゃぐちゃ言っていたら、君、3分以内に固有名詞

と数字、できれば歴史で語れと言い続けますと、会

社の中はガラリと変わります。ぜひ、皆さんの部下を

指導して頂ければ面白いと思います。それから「自

分の企業の強みを常に情報発信をする」ということ、

当然組織が大きくなりますと、自分一人でできません

ので、先程のビルゲイツのように、様 な々業界を知っ

ている人材を集めて、ネットワークを作っていくことが

結果として強くなる会社を作ると思っております。

最後は、情報化戦略の推進です。私の勤めて

いた荏原製作所は、今世界で一番性能のいいポン

プ作っていますが、世界のマーケットで一番になれま

せん。その理由は簡単に言うと価格が高く納期が掛

る、また、いいものを作るけれども世界にPRしてい

ないという弱さがあります。さらに、最も大事なことは、

50年前に作ったポンプが今も動いているところがあり

ますが、今、そのポンプのデータを誰も持っていませ

ん。つまり、自分たちの入れたものがどこでどういうふ

うに使われているか、リアルタイムのデータを持ってい

ないということが一番の弱みです。今まで先輩が築

いてきたものの中から生きている情報を取りださない

と、これからは勝っていけません。製造業は、これ

からだんだん停滞してまいります。一方で情報サー

ビス産業はどんどん伸びていくわけですので、製造

業をやっている方は是非、ソフト十ハードの情報化を

進めて頂きたいと思います。

ここで、小松製作所 (コマツ)についてご紹介
いたします。ある雑誌の対談で、コマツの坂根前会

長と対談しました。彼は、会社が明日にでも潰れるよ

うな時に経営を任されたそうです。それで約 300あっ

た子会社を100にしたり、リストラをしました。その際、

日本の技術は世界では負けない、世界でコマツしか

作れないものを作れ、と社員に言ったそうです。そ

れから時間との勝負だと。油圧とか IT(情報機器)

は全部国内で作り、絶対海外には持っていかないと
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いう宣言です。さらに、誰が何をやっているか、と

にかく見える化を徹底しました。そして必ず会議の

最初に、「コマツでなければ困る製品を作れ」、そ

れから「強い現場、弱い本社になれ」と徹底して

言い続けました。日本の会社は強い本社で弱い現

場であり、これでは勝てません。もちろんICTの活
用でとにかく開発から生産、維持管理まで一体化す

るようにと言い続けました。その結果、2012年は売

上が 2兆 500億円。前年比 11%、 利益も26%
増です。海外の売上比率が 85%、 国内が 15%に

も関わらず、基幹部品、大事な心臓部は日本国内

で50%以上作っています。コマツは世界にある30

万台の油圧ショベルすべてにGPS機能をつけ、エ
ンジンの回転数や、油圧等の生きた情報が、衛星

回線とインターネットを使って全部溜池の本社まで

入ってきます。油圧ショベルは、シリンダーや高圧の

部品が悪くなると、一定の時間で出てくる振動数に

よって、補修部品に加えて生産管理まで全部把握

できます。さらに油圧ショベルが、例えば中国の雲

南省や湖南省で動いていて、その数は何台かとい

うことが、どこにこれから建設事業が来て、どこにお

金が回るかといった先行指標になります。その結果、

提案営業ができました。

次に紹介するのは、ロールスロイスの低騒音型の

ジェットエンジンです。1基 20億円で、エンジン自身

の′性能は GEとか、プラット・アンド・ホイットニーに

は劣りますが、世界の航空会社に売れています。そ

の理由は、ロールスロイスのエンジンには全音6、 IT

による常時監視システムがついており、衛星を通じ

て飛んでいる間に全部データを集めます。ロンドンの

ヒースロー空港から出て、成田に着く頃には、点検

項目を全て成田の整備部に送ってきます。着陸して

から点検する箇所がすく
｀
にわかります。飛行機会社

にとって一番の損失は、客の乗降以外で飛行機が

空港に止まっていることです。ですから、ロールスロ

イスのエンジンを使えば、常に点検項目が全部その

空港に着く前にわかるため、整備の方は、それら処

方箋に基づいて定期点検ができ、整備の時間が本

当に短くなります。これが売れている理由であり、ロー

ルスロイスの強みです。現在は、4000基のエンジ



ンから全部データを集めています。ビジネスの形で見

ますと、エンジンだけの販売だと短期の利益は出て

も、持続′陛は低いです。しかしながらロールスロイス

のように、オペレーション、メンテナンス付きのビジネ

ススタイルですと、エンジンの寿命は約 30年ですの

でヽその間の定期点検・補修等で 10年から30年

稼げるわけです。これからは、オペレーション、メン

テナンス付きのビジネススタイルです。ロールスロイス

は 1りL2000億 円売上げていますが、サービス付き

の契約が約 6割です。これで非常に安定して利益

を上げているというのが現状です。

有名なピーター・ドラッカーは、「不得意なことに時

間を使ってはいけない、自らの強みにもっと時間と金

を集中せよJと言っています。さらに彼は、「時間とは

もっともユニークでもっとも乏しい資源である」、「時間

管理ができなければ何も管理ができない」、とも言って

います。そういう意味では、日本の時間に対する観念

はまだまだです。これは物を作る時間ではなくて、顧

客と接して最後にお金を貰うまでの間のリードタイムを

いかに少なくするかとこういうことです。日本はリードタ

イムというと注文を貰ってから作るまでの製造工程だけ

を少なくしようとしています。これからは、顧客に提案

をして、我 の々品物を納品するまでのリードタイムを半

分にしなければいけません。つまり世界で戦える人材

は、グローバルな情報やプレゼンの育ヒカ、それからリー

ダーシップ、行動力や哲学を持っていなければいけま

せん。それからグループ内での対話も必要です。先

輩が築いたものに必ずITを付けて、武装していきましょ

う。これで世界に勝てるのではないかと思っています。

4.千葉県経済同友会への提案

私が考える、千葉県経済同友会に今後提案して

頂きたい事項についてご紹介します。

一つ目は、南関東ガス田の開発です。千葉県の

地下には、600年分の天然ガスが埋蔵されている

南関東ガス田があります。この南関東ガス田の開発

をして頂きたい。現在、日本は産油国等に燃料費と

して 1日 150億円の現金を払っております。来年に

なりますと、200億円に増カロします。自国のエネルギー

開発となると、メタンハイドレート等いろいろありますが、

やはり時間が掛ります。南関東ガス田は、埋蔵量

が豊富で鉱床の深度が浅く、産出水量に対するガ

ス量の容積比が高い等、天然ガス開発に有利な条

件を備えています。

二つ目は、ゴルフ場に高齢者施設を建設すること

です。47都道府県で平成 23年度のゴルフ場利用

者数は 8432万 人です。前年度と比べて 373万

人減です。今後ゴルフ場はどんどん潰れていきます。

日本はこれから高齢者社会になります。静かで、た

まにはゴルフを楽しめる高齢者住宅あるいは高齢者

福祉施設をゴルフ場に作って頂きたいと思います。

三つ目は、植物工場の建設です。60歳以上の

人の雇用促進には植物工場が一番です。この 10

年間、全国で約 2000の学校が廃校になっています。

そこで千葉県内の廃校になった学校の体育館を利

用して植物工場を作ることで、地産地消と雇用促

進ができます。

最後は、空港施設の拡張です。4000メートル

の滑走路をあと2本作りましょう。今年のゴールデン

ウイークの人の動きを見ますと、成田空港を利用した

出入国者数は 74万人で、昨年に比べて 3万人減

りました。一方、羽田空港は 10万人増えました。

羽田の利用者が増え、成田の利用者が減っている

現実があります。3本目の滑走路だけでは、今後の

千葉県は成り立たないと思っております。滑走路をあ

と2本つくり、第二成田空港の建設を目指しましょう。

ご,青聴ありがとうございました。
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